
 

 

 

 

 バックグランドデータがピークデータと別な極点測定データの結合 

 ＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃソフトウエア 

 Ver.2.44 

 

 

 

 Ｓｍａｒｔｌａｂ，Ｕｌｔｉｍａ４のＩｎ－Ｐｌａｎｅ極点測定ではピーク極点図と 

    バックグランド極点図が別に測定される。しかし、極点図の解析の場合、バックグランド削除は 

 必須である。バックグランド削除を行わないと、バックグランド強度はｒａｎｄｏｍ方位として 

 計算され、極密度が低く計算される。本ソフトウエアでは、ピーク極点図に対して特定のファイル名の 

 バックグランド極点図を結合する事によりこの問題点の解決が出来ます。 
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履歴 

* @version 1.0 

 * version 1.010  20090424  指定されたファイルの極点データチェックの追加 

 * version 1.020  20090901  002.ras check 

 * version 1.200  20090910  selectと converteを分ける 

 * version 2.300  2009-11-11 PoleDisplayTXT2 の終了処理 

 * version 2.301  2009-12-19 GV 

 * version 2.302  2010-01-07 コメントを外す 

 * version 2.303  2010-01-22 初期バージョン 

 * version 2.310  2010-03-08 バック１点でもＯＫ 

 *Version 2.32   バックグランドファイル名 BG_low,BG_high,BG1,Bg2,_BG_low,_BG_high,_BG1,_BG2 可能 

 * version 2.33   2013/01/22 バックグランド削除無しも見直しＯＫ、 スリット追加、データまるめ 

 * version 2.34   2014/05/10 拡張子 "Asc"を追加,バックグランド削除確認,PANatoAsc(xrdm1)確認 

 * version 2.35   2014/09/16  ファイルの最後にNULLが入る対策 stdlib/PoleAscWrite() nullcut追加 

 * Version 2.36   2015/01/21  透過法対応 

 * Version 2.37   2015/11/16  ファイル名_Phi対応 

* Version 2.37  2015/11/20  ホルダ、ファイル名のＳｐａｃｅ対応、ＯＰ 

* Version 2.39   2015/01/10  args[] AUTO File.Asc FileBG1.Asc で自動に対応 

*Version 2.40 2017/10/12  扱えるファイル名の拡張子 Asc を ASCに変更 

* Version 2.41   2018/08/01  バックグランドオールデータ対応  

*Version 2.42   2019/06/07  SmartLabASCII データ拡張子 ASCに対応 

*Version2.43    2021/09/09 ODFPoleFigure2->thispro->PANatoAsc->thispro->ODFPoleFigure2実現 

*Version2.44    2023/09/29 _BG1.asc 対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 極点図のデータ処理では、ｄｅｆｏｃｕｓ補正とバックグランド削除は重要な処理である。 

   本来、極点図データの中にバックグランド情報が登録されていなければならないが、ピーク極点図と 

   バックグランド極点図を別に測定したデータを結合出来れば、問題はない。 

   本ソフトウエアは、リガクＡＳＣフォーマットで測定したピーク極点図とバックグランド極点図の 

   結合を行うソフトウエアである。 

   測定装置としては、通常の極点測定データ、Ｕｌｔｉｍａ４－Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ極点データ、 

   Ｓｍａｒｔｌａｂ－Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ極点データに応用出来ます。 

   通常、バックグランドは各α角度のβ方向最少強度であるが、全面バックグランドデータで 

   削除するモードを追加した(Ver2.41) 

プログラムの起動 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓソフトウエアから起動 

  

                

 



ＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃソフトウエアの使い方 

 

 ピーク極点図とバックグランド極点図の結合 

 

 

複数ファイルの選択 

 ピーク極点図が 111.Asc の場合(Ultima4) バックグランドは 

  (111BG1.ASC,111BG2.ASC), (111_BG1.ASC,111_BG2.ASC) 

  (111BG_low.ASC,111BG_high.ASC),(111_BG_low.ASC,111_BG_high.ASC) 

 ピーク極点図が 111_β.asc の場合(SmartLab) バックグランドは 

  (111_BG_low_β.asc,111_BG_high_β.asc) 

 ピーク極点図が 111_Phi.asc の場合(SmartLab) バックグランドは 

  (111_BG_low_Phi.asc,111_BG_high_Phi.asc,_BG1.asc) 

ファイル選択後、指数の確認を行い、間違っている場合、変更する。 

 

 

 

バックグランド削除指定 

 

 



Ｓｍａｒｔｌａｂ測定データの処理 

  

極点図にバックグランド結合（又はバックグランド処理） 

 Ｓｍａｒｔｌａｂでは、ｒａｓファイルと指定によりａｓｃファイルが作成可能です。 

 ｒａｓファイルはＲａｓＰＦｔｏＡｓｃソフトウエアで扱える。（ASCファイル変換） 

 ａｓｃファイルを複数選択すると 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

111_βgroup.ASC,200_βgroup.ASC,220_βgroup.ASCファイルに自動的に結合され 

ファイルを選択したディレクトリに groupディレクト作成され、groupディレクトリ以下の結合ファイルが作成 

されている。 

 

この作成された結合ファイルに対して、バックグランド処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



結合ファイルの内容確認は、チェックをする。 

 

 

 

 バックグランドも登録されている。 

      

 

 

 

 



バックグランド削除をしないで正規なファイルを作成（ＡＳＣファイル*LOW,*HIGHにＢＧ登録） 

 

 α軸毎に、β軸方向最小値の登録 

作成されたファイル名を表示している。 

 

 

 

 

 

以降の処理は ODFPoleFigure2ソフトウエアでデータ処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力データ 

{111}        合成されたデータ 

 

{200} 

 

{220} 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 でデータ処理 

入力データ 

  

 

処理結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＦｕｌｌＭｏｄｅで処理 

 

ＦｕｌｌＭｏｄｅを選択後、処理するファイルを選択することで 

ピーク極点図（α、β）－バックグランド極点図（α、β）が計算される。 

ＲＩＮＴ２０００正極点外部ファイルと、SmartrLabTexture外部ファイルと同一処理 


